
平成年月日 火曜日 (第号付録) 月目録官 報
一
三

一

四
人
事
院
規
則
一
三

一
（
不

利
益
処
分
に
つ
い
て
の
不
服

申
立
て
）
の
一
部
を
改
正
す

る
人
事
院
規
則

二
六
265
五
六

九

三
〇

八
八

人
事
院
規
則
九

三
〇
（
特

殊
勤
務
手
当
）
の
一
部
を
改

正
す
る
人
事
院
規
則

三
〇

二

〇
公
正
取
引
委
員
会

八

公
正
取
引
委
員
会
の
所
管
す

る
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等

に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術

の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

二

二

〇
国
家
公
安
委
員
会

一
八

不
正
競
争
防
止
法
第
三
十
五

条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く

司
法
警
察
員
の
指
定
に
関
す

る
規
則

四

二

一
九

犯
罪
捜
査
規
範
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

四

二

二
〇

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業

務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
国
家
公

安
委
員
会
規
則
の
整
備
に
関

す
る
規
則

一
三
257
一
九

二
一

国
家
公
安
委
員
会
個
人
情
報

管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

二
四

二

告

示

〇
内
閣
官
房
、
内

閣

府
、

総
務
省
、
厚
生
労
働
省

一

事
業
主
行
動
計
画
策
定
指
針

二
〇
262

二

〇
内

閣

府

三
八
四

三
八
八

国
家
戦
略
特
別
区
域
に
お
け

る
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強

化
及
び
国
際
的
な
経
済
活
動

の
拠
点
の
形
成
を
図
る
た
め

の
計
画
の
変
更
を
認
定
し
た

件

五

一

三
八
九

災
害
対
策
基
本
法
の
規
定
に

基
づ
き
設
置
し
た
平
成
二
十

六
年
（
二
千
十
四
年
）
御
嶽

山
噴
火
非
常
災
害
対
策
本
部

を
廃
止
し
た
件

九
特29

一

三
九
〇

内
閣
府
本
府
所
管
事
業
分
野

に
お
け
る
障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関

す
る
対
応
指
針

一
一
254
三
八

三
九
一

四
二
〇

地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た

件

二
七
267
一
六

四
二
一

四
二
三

地
域
再
生
計
画
の
変
更
を
認

定
し
た
件

二
七
267
一
九

〇
内
閣
府
、
財
務
省

八

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法

施
行
規
則
第
二
条
第
二
号
の

規
定
に
よ
る
災
害
を
指
定
す

る
件

三
〇

二

〇
内
閣
府
、
文
部
科
学
省

一

文
部
科
学
省
関
係
国
家
戦
略

特
別
区
域
法
第
二
十
六
条
に

規
定
す
る
政
令
等
規
制
事
業

に
係
る
告
示
の
特
例
に
関
す

る
措
置
を
定
め
る
件

一
二

二

〇
国
家
公
安
委
員
会

三
七

原
動
機
を
用
い
る
身
体
障
害

者
用
の
車
い
す
の
型
式
認
定

番
号
を
指
定
し
た
件

五

二

三
八

駆
動
補
助
機
付
自
転
車
の
型

式
認
定
番
号
を
指
定
し
た
件

五

二

三
九

普
通
自
転
車
の
型
式
認
定
番

号
を
指
定
し
た
件

五

二

四
〇

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業

務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
国
家
公
安
委

員
会
関
係
告
示
の
整
備
に
関

す
る
告
示

一
三
257
四
四

四
一

国
家
公
安
委
員
会
が
所
管
す

る
事
業
分
野
に
お
け
る
障
害

を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消

の
推
進
に
関
す
る
対
応
指
針

一
七
259

一

四
二

国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会

決
議
第
千
二
百
六
十
七
号
等

を
踏
ま
え
我
が
国
が
実
施
す

る
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
の
財
産

の
凍
結
等
に
関
す
る
特
別
措

置
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト

を
公
告
す
る
件

二
〇
262
一
九

四
三

国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会

決
議
第
千
二
百
六
十
七
号
等

を
踏
ま
え
我
が
国
が
実
施
す

る
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
の
財
産

の
凍
結
等
に
関
す
る
特
別
措

置
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
公
告
事
項
に
変

更
が
あ
っ
た
公
告
国
際
テ
ロ

リ
ス
ト
を
公
告
す
る
件

二
〇
262
一
九

四
四

国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会

決
議
第
千
二
百
六
十
七
号
等

を
踏
ま
え
我
が
国
が
実
施
す

る
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
の
財
産

の
凍
結
等
に
関
す
る
特
別
措

置
法
第
三
条
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
名
簿
か
ら

抹
消
さ
れ
た
公
告
国
際
テ
ロ

リ
ス
ト
を
公
告
す
る
件

二
〇
262
二
〇

〇
金

融

庁

七
六

銀
行
法
施
行
令
第
十
七
条
の

二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で

の
規
定
を
適
用
し
な
い
金
融

庁
長
官
の
権
限
等
を
定
め
る

件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二

二

七
七

保
険
業
法
第
二
百
九
条
の
規

定
に
よ
る
届
出
に
関
す
る
件

一
六

一

七
八

銀
行
法
第
十
四
条
の
二
の
規

定
に
基
づ
き
、
銀
行
が
そ
の

保
有
す
る
資
産
等
に
照
ら
し

自
己
資
本
の
充
実
の
状
況
が

適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
た
め
の
基
準
等
の
一

部
を
改
正
す
る
件

二
六
265
五
八

〇
金
融
庁
、
法
務
省
、

財
務
省

四

社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関

す
る
法
律
第
四
十
四
条
第
一

項
第
十
三
号
の
規
定
に
基
づ

き
口
座
管
理
機
関
を
指
定
す

る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

二

二

〇
金

融

庁
、
財
務
省
、

経
済
産
業
省

七

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金

庫
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
株
式
会
社

商
工
組
合
中
央
金
庫
が
そ
の

経
営
の
健
全
性
を
判
断
す
る

た
め
の
基
準
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
六
265
六
六

〇
金
融
庁
、
厚
生
労
働
省

四

労
働
金
庫
法
第
九
十
四
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
銀

行
法
第
十
四
条
の
二
の
規
定

に
基
づ
き
、
労
働
金
庫
及
び

労
働
金
庫
連
合
会
が
そ
の
保

有
す
る
資
産
等
に
照
ら
し
自

己
資
本
の
充
実
の
状
況
が
適

当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
た
め
の
基
準
の
一
部
を

改
正
す
る
件

二
六
265
六
八

〇
金
融
庁
、
農
林
水
産
省

七

農
業
協
同
組
合
等
が
そ
の
経

営
の
健
全
性
を
判
断
す
る
た

め
の
基
準
等
の
一
部
を
改
正

す
る
件

二
六
265
六
九

〇
金
融
庁
、
国
土
交
通
省

一

不
動
産
特
定
共
同
事
業
者
名

簿
等
閲
覧
所
の
場
所
を
定
め

る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
〇

一

〇
消
費
者
庁

四

適
格
消
費
者
団
体
を
公
示
す

る
件

一
三

二

〇
復

興

庁

四
三

復
興
庁
所
管
事
業
分
野
に
お

け
る
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

対
応
指
針

二
六
266

九


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